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2 — ^i ノく^ーダ'ート 1 2 3 の徳 


• ウドゥ J の徳 

ウス マーン.ブン.アツファーン （彼に アツ ラーのご満悦あれ）は言いま 
した： 「アツ ラーの使徒（彼に アツ ラーからの平安と祝福あれ）は言いまし 
た：“クドクーをし、それを全うする者の体からはその罪が流れ出よう。そ 
してそれは彼の爪の先からも、滴り落ちるのである。”」（ムスリムの伝承 
3 ) 

• クドクー及びその他のことにおいて、右側から始めることの徳 


アーイシャ（彼女にアツラーのご満悦あれ）は言いました：「預言者（彼 
にアツラーからの祝福と平安あれ）は靴を履く時や髪を櫛でとかす時、体を 
洗浄する時など全てのことにおいて、右側から始めることを好んでいました 
。」（アル=ブハーリーとムスリムの伝承 4 5 ) 

• ウドウー oy 後サラー (礼拝）することの徳： 

ウクバ•ブン•アーミル（彼にアツラーのご満悦あれ）は、預言者（彼に 
アツラーからの祝福と平安あれ）がこう言うのを聞きました：「クドクーを 
全うし、それから心と顔をもって2ラクア 

5 のサラー（礼拝）に向かうムスリムは、必ずや天国に入るであろう。」（ム 
スリムの伝承 6 7 ) 

• アザーン (礼拝への呼びかけ）の徳： 

1ーアブドツラー.ブン.アブドツラフマーンは、アブー.サイード.ア 
ル=フドウリー（彼らにアツラーのご満悦あれ）が彼にこう語った、と伝え 
ています：「“私の見たところ、あなたは羊と砂漠を愛している。それであ 
なたは羊と共にある時、あるいは砂漠にある時、 サラー (礼拝）のためにア 
デーンをするならば呼び声を高らかに上げるのだ。というのも“アデーンを 
する者の声を聞いた者はジンであっても人間であっても、あるいは何であろ 
うと、審判の日に彼のために証言してくれるであろう”からである。”」ア 
ブー • サイードは言いました：「これは私がアツラーの使徒（彼にアツラー 
からの平安と祝福あれ）から聞いたことです。」（アル=ブハーリーの伝承 

7、 


1 訳者注：諸々の崇拝行為や、アッラーと人間の間の諸々の取り決めのこと。 

2 訳者注：イスラームにおいて定められたある一定の形式における、心身の清浄化を意図した体の各部位の洗浄。 

3 サヒーフ.ムスリム （245) 。 

4 サヒーフ•アル=ブハーリー （168) 、 サヒーフ•ムスリム （268) 。文章はアル=ブハーリーのもの。 

5 

訳者注： 2セットの礼拝のこと。また「心と顔をもって」というのは、心は畏怖と服従の中枢であり、顔は礼拝中に 
あらぬ方向に振り向かずキブラ（カアバ神殿の方向）に集中しているということで、礼拝における畏怖の念やアッ 
ラーを唱念することへの集中などを意味している。 

6 サヒーフ.ムスリム （234) 。 

7 サヒーフ•アル=ブハーリー （609) 。 




2 — アブー•フライラ（彼にアツラーのご満悦あれ）によれば、アツラー 
の使徒（彼にアツラーからの祝福と平安あれ）はこう言いました：「（礼拝 
への）呼びかけと（礼拝において）最前列（に立つことに潜む偉大な報奨と 
徳）を人が知り、そして（それゆえにその役割や場所が満杯になってしまい 
) くじ引きするしかなくなったとしたら、彼らはそうしたであろう。」（ア 
ル=ブハーリーとムスリムの伝承 8 ) 

3 —ムアーウイヤ（彼にアツラーのご満悦あれ）は、アツラーの使徒（彼 
にアツラーからの平安と祝福あれ）がこう言うのを聞きました：「アデーン 
する者たちは審判の日、最も首の長い者たちである 9 。」（ムスリムの伝承 


(D サラー (礼拝）の徳 

• サラー (礼拝）に歩いて行くことと、モスクでナヲー/* •アル 
=ジナマーア（集団礼拝）することの徳： 

1— アブー•フライラ（彼にアツラーのご満悦あれ）によれば、アツラー 
の使徒（彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言いました： スサラート • 
アル=ジャマーア (集団礼拝）は家や市場で単独でするテラー（礼拝）より 
、25段階も（その報奨や徳において）優れている。それでクドクー 11 
をし、それを全うしてザラー（礼拝）のみを欲しつつモスクへと向かう者は 
、アツラーがモスクまでのその一歩一歩において彼の位階を1つずつ上げて下 
さり、かつ彼の過ちを1つ1つ取り除いて下さるであろう。そしてモスクに入 
れば次のザラー（礼拝）までそこで待ち、そして彼はその間ザラー（礼拝） 
をしていると見なされる。そして彼がザヲー（礼拝）する場所にいる間、天 
使が彼のためにこう祈り続ける：“アツラーよ、彼の罪を赦し給え。彼がそ 
の清浄な状態にある限り、慈しみ給え。”」（アル=ブハーリーとムスリム 
の伝承 12 ) 

2 —イプン.ウマル（彼らにアツラーのご満悦あれ）によれば、アツラー 
の使徒（彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言いました ：\サラート • 
アル=ジナマーア（集団礼拝）は単独でするそれよりも、（その報奨や得に 
おいて）27段階優れている。」（アル=ブハーリーとムスリムの伝承 13 ) 

• 朝夕にモスクに赴く者の徳： 

アブー.フライラ（彼にアツラーのご満悦あれ）によれば、アツラーの使 
徒（彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言いました：「朝夕にモスクに 


8 サヒーフ •アル=ブ ハーリー （615) 、 サヒーフ •ムスリム （437) 。文章はアル=ブ ハーリーのもの。 

9 

訳者注：その意味に関しては、審判の日にァッラーのご慈悲を最も待ちわびる者たちとなるとか、また偉大な報奨 
を得るとか、あるいは汗で体が埋もれる時に首が長くなって助かるとか、あるいはその日人々の首領になるとかい 
った解釈があります。 

1〇 サ ヒー フ•ムスリム（387)。 

11 訳者注：イスラームにおいて定められたある一定の形式における、心身の清浄化を意図した体の各部位の洗浄。 

12 サ ヒー フ•アル =ブ ハーリー （477) 、 サ ヒー フ•ムスリム （649) 。文章はアル=ブ ハーリーのもの。 

13 サヒーフ •アル=ブ ハーリー （645) 、 サヒーフ •ムスリム （650) 。文章はアル=ブ ハーリーのもの。 



赴く者には、彼が朝夕に出かける度に、アッラーが天国における歓待をご用 
意下さるであろう。」（アル=ブハーリーとムスリムの伝承 14 ) 


• テヲー（礼拝）を厳粛さと静粛さをもって行うことの徳： 

アブー•フライラ（彼にアツラーのご満悦あれ）によれば、アツラーの使 
徒（彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言いました：「テラー（礼拝） 

が始まってしまったら、あくせく急いでやって来るのではない。静粛さをも 
って赴くのだ。そして（テラーのラクアで）間に合ったものは（彼らと共に 
) 行い、そうでなかったものは（皆が終わった後に補う形で）完遂するのだ 
。あなた方がザラー（礼拝）を意図して歩んでいる時は、（既に） サラー、 
礼拝）の中にあるのである。」（アル=ブハーリーとムスリムの伝承 15 ) 

• タアミーン 6 の徳： 

アブー•フライラ（彼にアツラーのご満悦あれ）によれば、アツラーの使 
徒（彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言いました：「あなた方が“ア 
ーミーン。”と言い、天にある天使たちも“アーミーン。”と言ってそれが 
互いに重なる時、彼が以前犯した罪は赦されるであろう。」（アル=ブハー 
リーとムスリムの伝承 17 ) 

• 規定時間に忠実に サラー (礼拝）することの徳： 

アブドツラー.ブン.マスウード（彼にアツラーのご満悦あれ）は言いま 
した：「私は預言者（彼にアツラーからの祝福と平安あれ）に尋ねました： 
“アツラーが最も愛でられる行為は何でしょうか？” （預言者は）言いまし 
た：“規定時間通りにザヲー（礼拝）することだ。”（私は）言いました： 

“その次は？” （預言者は）言いました：“親孝行だ。”（私は）言いまし 
た：“その次は？” （預言者は）言いました：“アツラーの道において努力 
奮闘することだ。”このように預言者は私に語りましたが、もし更に質問を 
続けていたら、更に答えを追加されたことでしょう。」（アル=ブハーリー 
とムスリムの伝承 18 ) 

• アル=パンシダーン 9 の礼拝をする者の徳： 

1— アブー.ムーサー.アル=アシュアリー（彼にアツラーのご満悦あれ 
) によれば、アツラーの使徒（彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言い 


14 サ ヒー フ•アル ニ ブハーリー（662)、サヒーフ•ムスリム （669) 。文章はアル=ブハーリーのもの。 

15サ ヒーフ•アルニ ブ ハーリー （636) 、 サ ヒー フ•ムスリム （602) 。 文章はムスリムのもの。 

16 

訳者注：ハディースの中に見られるように、「アーミーン ' j という言葉を指します。キリスト教の普及によって日 
本人が誰でも知るよう}こなった「ァーメン」という言葉と同様に、「アッラーよ、（祈りに）お応え下'さい,:，」と 
いう盘味があります。 

17 サ ヒー フ•アル=プ ハーリー（781) 、 サ ヒー フ.ムスリム （410) „ 文章は ムスリムのもの。 

如サヒーフ•アル=ブハーリー （527) 、サヒーフ•ムスリム (85) 0 文章はアル=ブハーリーのもの。. 

19 

訳者注：この言葉の語源はアル=パルドウ（冷涼さ）であり、アル=バルダーンはその双数形です。つまり昼間の 
最も涼しい時期である、ファジュル（夜明け前）とァスル（夕方）の事を指しています。 



ました：「アルニノ、'；/レダーンを礼拝する者は、天国に入るであろう。」（ア 
ル=ブハーリーとムスリムの伝承 2 。） 


2 —アブー•バスラ（彼にアツラーのご満悦あれ）は言いました：「（ある時 
) アツラーの使徒（彼にアツラーからの平安と祝福あれ）はアル=么ハンマ 
ス（地名）でアスル（午後遅くの礼拝）を率い、そしてこう言いました：“ 
実にこのテラー（礼拝）はあなた方以前の者たちにも示されたのだが、彼ら 
はそれを遵守し切れなかったのだ。ゆえにこのテラー（礼拝）を遵守する者 
には、倍の報奨があろう ...” 」（ムスリムの伝承 21 ) 

• ファジュノシ（夜明け前のサラー）とィ"シナー（夜更けのサラー 

) を集団で行うことの徳： 

1 — ウスマーン.ブン.アツファーン（彼にアツラーのご満悦あれ）は言 
いました：「私は、アツラーの使徒（彼にアツラーからの平安と祝福あれ） 
がこう言うのを聞きました：シャー（夜更けのサラー）を集団で行う者 
は、あたかも夜の半分を（サラーに費やして）立ち続けたかのようである。 
そしてファジュル（夜明け前のサラー）を集団で行う者は、あたかも夜通し 
(サラーに費やして）立ち続けたかのようである。”」（ムスリムの伝承 22 ) 


• サラー (礼拝）の後、その次のテヲー（礼拝）まで待ち続ける 
ことの徳： 

アブー•フライラ（彼にアツラーのご満悦あれ）によれば、アツラーの使 
徒（彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言いました：「“アツラーがそ 
れでもって過ちを抹消され、かつ位階を上げて下さることを教えてやろうか 
?” （教友たちは）言いました：“ぜひとも、アツラーの使徒よ。”（預言 
者は）言いました：“そうするのが困難な時に、 ウドゥ』 

を万遍なく行うことと、モスクまで沢山歩くこと、そしてテラー（礼拝）の 
後（また次の） サラー (礼拝）までそこで待つこと だ。 これこそが アツニノ 
ノヽ'、一/' 24 なので ある。，，」 （ムスリムの伝承 25 ) 

• ファジュル（夜明け前のサラー）後、その場に留まることの徳 


スイマーク.ブン.ハルブは言いました：「私はジャービル.ブン.サム 
ラに尋ねました：“あなたはよくアツラーの使徒（彼にアツラーからの平安 
と祝福あれ）と座を共にしましたか？” （彼は）言いました：“ああ、頻繁 
に。彼はファジュル（夜明け前のサラー）をした後、太陽が昇るまでその場 


2〇 サ ヒーフ•アル =ブ ハーリー （574) 、 サ ヒー フ•ムスリム （635) 。文章はアル=ブ ハーリーのもの。 

21サヒーフ•ムスリム（830)。 

22 サヒーフ•ムスリム （656) 。 

23 訳者注：イスラームにおいて定められたある一定の形式における、心身の清浄化を意図した体の各部位の洗浄。 

24 

訳者注：ァッラーの服従行為のために、自らをどこかに留め置く事。戦闘における前線での待機や警備なども同語 
で示されます。 

25 サヒーフ•ムスリム （251) 。 



から立ち上がらず留まっていた。太陽が昇って初めて、立ち上がったもので 
ある。”」（ムスリムの伝承 26 ) 


• 金曜日の徳： 

アブー.フライラ（彼にアツラーのご満悦あれ）は言いました：「アツラ 
一の使徒（彼にアツラーからの平安と祝福あれ）は言いました：“太陽の眼 
を見る日で最良のものは、金曜日である。アーダム（アダム）はその日創造 
され、その日に楽園に入れられ、その日そこから追放された。そして審判の 
日は金曜日以外には起こらない。”」（ムスリムの伝承 27 ) 

• ダス ノジ 8 をし、金曜日の説教を聴き、集団礼拝することの徳： 

アブー•フライラ（彼にアツラーのご満悦あれ）によれば、預言者（彼に 
アツラーからの祝福と平安あれ）は言いました：「グ'スルをして金曜礼拝に 
赴き、任意のダラー（礼拝）を行い、そして（イマームが）その説教を終え 
るまで謹聴し、かつ彼と共にテラー（礼拝）する者は、その前の週の金曜日 
の3日前からその日までの罪を赦されるであろう。」（ムスリムの伝承 29 ) 

• 金曜日のある時間-アスル（午後遅く）の後-の徳： 

アブー.フライラ（彼に アツ ラーのご満悦あれ）によれば、 アツ ラーの使 
徒（彼に アツ ラーからの祝福と平安あれ）は金曜日に言及してこう言いまし 
た：「その日、もしムスリムであるしもべがその時間帯にテラー（礼拝）し 
、アツ ラーに何かを乞えば、それが叶えられないことがないある時間がある 
。」クタイバは彼の伝承にこう付け足しています：「そして彼は手でもって 
、（その時間帯の）短さを示しました。」（アル=ブハーリーとムスリムの 
伝承 30 ) 

• アツ=スナン.アツ=ラーテ Y ノ、ヾ 1 の徳： 

ウンム .ハビーバ （彼女に アツラーの ご満悦あれ）は言いました：「私は 
アツラーの 使徒（彼に アツラーからの 平安と祝福あれ） がこう 言う のを 聞き 
ました：“毎日義務ではない随意の12ラク ア 

ぬを 礼拝する ムスリムの しもべには、 アツラーが 天国に彼のための家を立てて 
下さる（あるいは彼のために天国に1軒の家が建つ）。”（ウン ム .ハビーバ 
は）言いました：“そしてそれ以後、私はそれを未だに遵守しています。” 

」（ムスリムの伝承 33 ) 


26 サヒーフ.ムスリム （670) 。 

27 サ ヒー フ•ムスリム （854) 。 

28 訳者注：穢れを取り除ける意図をもって、全身を水で洗浄すること。 

29 サヒーフ•ムスリム （857) 。 

30 サヒーフ•アル=ブハーリー （935) 、サヒーフ•ムスリム （852) 。文章はムスリムのもの。 

31 訳者注：推奨されている随意の礼拝のこと。 

32 

訳者注：この12ラクアとはアツ=テイルミズイーやアン=ナサーイーらの別の伝承が示すように、ファジュル前の2 
ラクア、ズフル前の 4 ラクア、ズフル後の 2 ラクア、マグリブ後の 2 ラクア、イシヤー後の 2 ラクアだと言われていま 
す。 

33 サヒーフ•ムスリム（ 728 )。 



• タハツジュ A 84 と夜中任意にテヲー（礼拝）することの徳： 


1— 至高の アツラーは 信仰者の特徴に ついて、 こう仰られました： SD 

彼らの脇腹は（夜）寝床に留まっていることはなく、（アツラーの懲罰を） 
恐れ、（そのご慈悲を） 乞いつつ 主に祈願し、われら（アツラーのこと）が 
授けたものから施しをする。誰1人として（来世において）彼らのために隠 
された享楽の数々を知ることはない。（それは）彼らが行っていたことに対 

する報いなのである。 S 3 (クルアーン 32 : 16-17) 


2 —アブー.フライラ（彼にアツラーのご満悦あれ）は言いました：「ア 
ツラーの使徒（彼にアツラーからの平安と祝福あれ）は言いました：“ラマ 
ダーン月のザクス（斎戒、いわゆる断食）に次いで優れたザクスは、アツラ 
一の月么ハツラス（のそれ）である。そして義務のテラー（礼拝）に次いで 
優れたザラーは、夜の任意のテラーである。”」（ムスリムの伝承 35 ) 

• 夜の後半にクイ/'ノジ 6 することの徳： 

ジャービル （彼に アツラーの ご満悦あれ）は言いました： 「アツラーの 使 
徒（彼に アツラーからの 平安と祝福あれ）は言いました：“夜の後半に起き 
られそうにない者は、夜の前半にクイ/'ノムするのだ。そして夜の後半に起き 
ることを熱望する者は、後半にクイ/'ルせよ。実に夜の後半のダラー（礼拝 
) は天使たちによって見守られており、 そちらの 方が（前半にするよりも） 
よりよ いので ある。”」（ムスリムの伝承 37 ) 

• 夜の ドウアー (祈願） やサラー (礼拝）、 ズイクル (唱念）の 
徳： 

1— アブー•フライラ（彼にアツラーのご満悦あれ）によれば、アツラー 
の使徒（彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言いました：「至高のわれ 
らが主は毎晚夜の後半も3分の1に差し掛かる頃、天の最下層にまでご来臨な 
される。そしてこう仰られる：“われにドウアー（祈願）する者はいるか？ 
われはそれに答えてやるぞ。われに何か頼み事をする者はいるか？われはそ 
れを与えてつかわすぞ。われに罪の赦しを乞う者はいるか？われはその罪を 
赦してつかわすぞ。”」（アル=ブハーリーとムスリムの伝承 38 ) 


2— ジャービル（彼にアツラーのご満悦あれ）は言いました：「私は預言者 （ 
彼にアツラーからの祝福と平安あれ）がこう言うのを聞きました：“夜には 
、ムスリムが現世と来世においてアツラーに良きことを乞えば、それが叶え 


訳者注：深夜に任意で行う■礼拝。普通は一旦寝た後に、そのために深夜に起き上がってする礼拝のことを言います 
〇一方キヤーム•アッ=ライリ（夜中にする任:®のサラー）はもっと広い意味で用いられ、夜全般に渡って行われ 
る任意の礼拝全■てを指します.：。 

35 サヒーフ•ムスリム （1163) 。 

36 

訳者注：「ウイトル」とは、イシャー後からファジュル前までに行うのがスンナ•ムアツカダ(義務ではな v 、が非 
常に推奨された行為）とされている、奇数回の形式をとる礼拝。「クヌート」は、その最後のラク.アのルクーゥ （ 
お辞儀の形の礼）前か後に行われるドゥァー（祈願）。 

37 サヒーフ.ムスリム（755).。 

3! i サヒーフ•アル=プハーリー（1145)、サヒーフ•ムスリム（758)。文章はアル=ブ0— リーのもの。 



られないことのないある時間帯がある。そしてそれは夜全体のことなのだ。 

”」（ムスリムの伝承 39 ) 

• ドゥハー (午前中） のサラー (礼拝）と、その最良の時間帯： 

1— アブー•ザツル（彼にアツラーのご満悦あれ）によれば、預言者（彼 
にアツラーからの祝福と平安あれ）は言いました：「毎朝あなた方の身体の 
各関節には、 サダカ (あらゆる形での慈善行為）が課せられる。全てのタス 
と、、 ーフ^は1 つの チタ、:方で あり、 全ての タノ、 ミード 

41 は1つのチタ、:方であり、全てのタノ、タール 
42 は1つの サダカで あり、全てのタクど'ール 

43 も1つのチタ：^である。また善行を勧めることも1つのチタ：^であれば、悪行 
を禁じることも1つのザタ> である。そしてドクハー（午前）に礼拝する2ラ 
クアは、それら全てに相当するのだ。」（ムスリムの伝承 44 ) 

2— ザイド.ブン.アルカム（彼にアツラーのご満悦あれ）によれば、ア 
ツラーの使徒（彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言いました：「よき 
悔悟者のテラー（礼拝）とは、子ラクダたちの足が（太陽の灼熱で熱された 
砂の熱さに）熱される時（に行われるの）である。」（ムスリムの伝承 45 ) 

• 頻繁にテジグ（伏礼）し、グクアー（祈願）することの徳： 

1— ラビーア.ブン.カアブ.アル=アスラミー（彼にアツラーのご満悦 
あれ）は言いました：「私はアツラーの使徒（彼にアツラーからの平安と祝 
福あれ）と共に泊まり、彼にクドクー 

46 のための水や用事などにおいて仕えていました。すると（預言者は）言いま 
した：“（私に）頼み事をするがよい。”それで私は言いました：“天国で 
あなたと共にあることを、あなたにお頼みしたいのです。”（預言者は）言 
いました：“その他には？” （私は）言いました：“それ以外にはありませ 
ん。”（預言者は）言いました：“（あなたが）沢山ザジタすることによっ 
て、私をあなた（の頼み事）において（それが実現出来るべく）援助してく 
れ。”」（ムスリムの伝承 47 ) 


2 — サウ バーン （彼に アツラーのご 満悦あれ） は 言いました： 「アツラーの 使 


39 サヒーフ•ムスリム （757) 。 

40 

訳者注：アッラーの完全無欠性、全ての物事から超越する崇高さを讃えること。「スブ ハー ナッ ラー」 という言葉 
による唱念に代表されます。 

41 

訳者注：アッラーにこそ全ての賛美があると唱念すること。「アル=ハムドリッラーム',という言葉に代表されます 


訳者注：ァツラーこそが唯一の'主であり、真に崇拝すべき対象であることを唱念するための言葉。「ラー.イラー 
ハ>イツラツラー」という言葉に代表されます。 

43 

訳者注：アツラーこそが最も偉大であり、それ以外のものは全て些少な存在であることを唱念するための言葉。「 
アツラーフ•アクパル」という言葉に代表されます。 

44 サ ヒーフ •ムスリム（720)。 

45 サヒーフ•ムスリム （748) 。 

46 訳者注：イスラームにおいて定められたある一定の形式における、心身の清浄化を意図した体の各部位の洗浄。 
47 サヒーフ•ムスリム （489) 。 



徒（彼にアツラーからの平安と祝福あれ）は言いました：“アツラーに沢山 
ザジタするのだ。というのもアツラーがあなたの位階を1つ上げて下さり、か 
つあなたの罪を1つ抹消して下さることなしには、あなたがアツラーに サジダ 
することはないからである。”」（ムスリムの伝承 48 ) 

• 自宅で随意のテヲー（礼拝）をすることの徳： 

ザイド•ブン•サービト（彼にアツラーのご満悦あれ）によれば、預言者 
(彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言いました：「• • •あなた方の 
家でテラー（礼拝）するのだ。というのも義務のテラーを除けば、男性にと 
っての最善のテラーは自宅でするものなのであるから。」（アル=ブハーリ 
一とムスリムの伝承 49 ) 

• 義務と随意のテヲー（礼拝）の徳： 

アブー. フライラ（彼に アツ ラーのご満悦あれ）は言いました： 「アツ ラ 
一の使徒（彼に アツ ラーからの平安と祝福あれ）は言いました：“至高の ア 
ツラーは仰られた：「わが愛する敬虔なしもべに敵対する者には、われが宣 
戦布告しよう。そしてわがしもべがわれに向かって（随意の崇拝行為によっ 
て）近付こうとする行為は、われが彼に義務付けたもの（によるそれ）より 
もわれを悦ばせるものなのである。 

そしてわがしもべは（自発的な）任意の崇拝行為によって、われに向かっ 
て近付こうとし続ける。そしてわれは彼を愛で、彼の聞く聴覚となり、彼の 
見る視覚となり、彼がそれでもって制する手となり、それでもって歩む足と 
なる。そして彼がわれに向かって何かを乞えば、われはそれを与えよう。彼 
がわが庇護を求めれば、われはそれを与えよう。そして死を厭う信仰者の魂 
(をその定命通り奪うことにおける）ほど、われがためらうことはない。わ 
れは彼を害する物事を厭うのであるから。」”」（アル=ブハーリーの伝承 

50、 


• 義務のテヲー（礼拝） のタスリーム 
51 後に ズィクル （唱念) することの徳： 


アブー•フライラ （彼に アツラーのご 満悦あれ）によると、 アツラーの 使徒 
(彼に アツラーからの 平安と祝福あれ） は 言いました：「各 テラー （礼拝） 
の後にアツラーを 33回 タスと、、ーブ 2 し、 アツラーを 33回 タノ、ミー/'、、 

53 し、 また3 3 回 タク ど'ーノレ 


48 サヒーフ•ムスリム （488) 。 

49 サヒーフ•アル=ブハーリー （731) 、サヒーフ•ムスリム （781) 。文章はムスリムのもの。 

5〇 サヒー フ•アル =ブハーリー （6502)。 

51 訳者注：礼拝最後の動作で、右と左に振り向いて挨拶する。 

52 

訳者注：アッラーの完全無欠性、全ての物事から超越する崇高さを讃えること。「スブハーナッラー」という言葉 
による唱念に代表されます。 

53 

訳者注：アッラーにこそ全ての賛美があると唱念すること。「アル=ハムドリッラー，という言葉に代表されます 



54 し、-これで計99回であるが-そして100回目に ：“ラー.イラーハ.イツ 
ラツラーフ • ワハダフ • ラー.シナ リーカ.ラフ、ラフ=ル • ムルク、ワ • 
ラフ=ル • ハムド、ワ.フフ.アラー•クツ JJ • シャイイン.カディール、 
いかなる共同者もない、唯一のアツラーの他に真に崇拝すべきものはなし。 
そしてかれにこそ主権と全ての賛美は属し、かれこそは全能のお方である） 
。”と言った者は、例えその罪の数が海の泡のごとく （沢山）であったとし 
ても、それを赦されるであろう。」（ムスリムの伝承 55 ) 

• 葬儀及びそのテヲー（礼拝）に参加し、埋葬の場に立ち会うこ 

との徳： 


アブー.フライラ（彼にアツラーのご満悦あれ）によれば、アツラーの使徒 
(彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言いました：「ムスリムの葬儀に 
信仰心と（それに参加することの）報奨を求める心をもって参加し、その礼 
拝と埋葬にまで立ち会った者には偉大な報奨が2っあるだろう。そしてその各 
々はクフ/'、山 

56 1つほどのようである。一方（葬儀の）礼拝にまで参加したが、埋葬にまで 
は立ち会わなかった者には偉大な報奨が1っある。」（アル=ブハーリーとム 
スリムの伝承 57 ) 

• ムスリムによって葬儀のテヲー（礼拝）をされた者の徳： 

1— アーイシャ（彼にアツラーのご満悦あれ）によれば、預言者（彼にア 
ツラーからの祝福と平安あれ）は言いました：「葬儀のテラー（礼拝）に参 
加したムスリムの民が100人に達し、彼ら全てが故人のとりなしをするならば 
、そのとりなしは受け入れられないことがない。」（ムスリムの伝承 58 ) 


2 —イブン ■ アツバース（彼らにアツラーのご満悦あれ）は言いました：「私 
はアツラーの使徒（彼にアツラーからの平安と祝福あれ）がこう言うのを聞 
きました：“アツラーと共に他の何ものをも配さない40人の者が故人のため 
に葬儀のダラー（礼拝）を捧げるならば、アツラーは彼らを故人に対すると 
りなし役とされるだろう。”」（ムスリムの伝承 59 ) 

• 愛しい者が亡くなっても、偉大かつ荘厳なるアツラーの御許に 

その（出来事における忍耐による）報奨を求める者の徳： 


アブー.フライラ（彼にアツラーのご満悦あれ）によれば、アツラーの使徒 
(彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言いました：「至高のアツラーは 


訳者注：アツラーこそが最も偉大であ！)、それ以外のものは全て些少な存在であることを唱念するための言葉。「 
ァツラーフ • ァクパル」 という 舍 葉に代表されます.， 

55 サヒーフ•ムスリム （597) 。 

56 訳者注：マデイーナ郊外に位置する山のことです。 

57 サ ヒー フ•アル=ブハーリー（ 47 )、サ ヒー フ•ムスリム （945)。文章はアル=ブハーリーのもの。 

58 サヒーフ•ムスリム （947) 。 

59 サヒーフ•ムスリム （948) 。 



仰られた：“われが現世においてその愛しき者（の命）を奪っても、（そこ 
において忍耐することで）天国（の報奨）を望むわが信仰者のしもべには、 
われのもとに報奨があろう。”」（アル=ブハーリーの伝承 6 °) 

• マッカとマデイーナの聖モスクでテヲー（礼拝）する者の徳： 

1— アブー•フライラ（彼にアッラーのご満悦あれ）によれば、アッラー 
の使徒（彼にアッラーからの祝福と平安あれ）は言いました：「この私のモ 
スク（マデイーナの預言者モスク）におけるダラーは、それ以外のモスクで 
するザラーよりも（その報奨において） 1( X )0 倍優れている。ただしマッカの 
ハ ラーム.モスクにおけるテラーだけは別だ。」（アル=ブ ハーリーと ムス 
リムの伝承 61 ) 

2 — ジャリール （彼に アッラーの ご満悦あれ）によれば、 アッラーの 使徒 
(彼に アッラーからの 祝福と平安あれ）は言いました：「この私のモスク （ 
マデイーナの 預言者モスク）におけるテラーは、それ以外のモスクでするザ 
ラーよりも（その報奨において）1000倍優れている。ただし （マッカの）ハ 
ラーム. モスクにおける テラーは 別だが。 ハラーム. モスクにおける サラー 
は、それ以外のモスクでのテラーよりも（その報奨において）100000倍優れ 
ている の だ。」（アフ マドと イブ ン•マージャの 伝承 62 ) 

• エルサレムの聖モスクにおけるテヲー（礼拝）の徳： 

アブー.ザッル（彼にアッラーのご満悦あれ）は言いました：「私たちが 
アッラーの使徒（彼にアッラーからの平安と祝福あれ）のもとにいる時、ア 
ッラーの使徒（彼にアッラーからの平安と祝福あれ）のモスクとエルサレム 
の聖モスクのどちらが優れているかで、私たちの間に議論が起きました。そ 
の時アッラーの使徒（彼にアッラーからの平安と祝福あれ）は言いました： 

“この私のモスクにおける1回のダラー（礼拝）は、（エルサレムの聖モスク 
における）4回のダラー（礼拝）に（その報奨において）勝る。その礼拝所の 
何と素晴らしいことか. . ■”」（アル=ハーキムの伝承 63 ) 

• クバー.モスク 64 における サラー (礼拝）の徳： 

サ ハル. ブン. ハ ニーフ （彼に アッラーのご 満悦あれ）は言いました：「 
アッラーの 使徒（彼に アッラーからの 平安と祝福あれ）は言いました：“自 
宅で心身を清め、 それから クバ ー •モスクを訪れて ザラー （礼拝）する者に 
は、ウ ムラ （小巡礼）と同様の報奨があろう。”」（アン=ナサーイーとイ 
ブン. マージ ャの 伝承 65 ) 


6〇 サヒー フ•アル =ブハーリー（6424)。 

61 サヒーフ•アル=ブハーリー （1190) 、サヒーフ•ムスリム （1394) 。文章はアル=ブハーリーのもの。 

62 

真正な伝承。ムスナド•アフマド （14750) 、スナン•イブン•マージャ （1406) 、サヒーフ•スナン•イブン•マ 
ージャ （1155) 。イルワーウ•アル=ガリール (1394) 参照。文章はイブン•マージャのもの。 

63 

真正な伝承。ムスタドウラク•アル=ハーキム （8553) 。アッ=スイルスイラト•アッ=サヒーハ （2902) 参照。 

64 訳者注：マデイーナに今も現存する、イスラーム史上初めて建設されたモスク。 

65 

真正な伝承。スナン•アン=ナサーイー（699)、サヒーフ•スナン•アン=ナサーイー （675) 、スナン•イブン 
•マージャ （1412) 、サヒーフ•スナン•イブン•マージャ （1160) 。文章はイブン•マージャのもの。 



②ー ザカー (浄財）の徳 


• ザカー (浄財）を施すことの徳： 

1— 至高の アツラーは こう仰られました ： ac 

実に信仰して善行に励み、 サラー (礼拝）を行いダ:方一（浄財）を施す者た 
ちには、その主の御許に彼らの報奨があろう。彼らは恐れることもなければ 
、悲しむこともないのだ。03 (クルアーン 2: 277) 

2 —至高の アツラーは こう仰られました： 0 D 

アツラーの御顔のみを求めてあなた方が施したダ:オー（浄財）は、それによ 
って（彼らの利益としての報奨を）何倍にもする者たちである。 03 (クルア 

ーン30 : 39) 

3 —至高の アツラーは こう仰られました： 0 D 

昼に夜に、密かに露わに財を施す者たちには、その主の御許に報奨があるの 
である。彼らは恐れることもなければ、悲しむこともないのだ。 S 3 (クルア 

ーン2 : 274) 

4 —至高の アツラーは こう仰られました： 0 D 

彼らの財産から施しのためのものを取り、それでもって彼らを（罪から）清 
め、浄化してやるのだ。そして彼らのために祈れ。実にあなたの祈願は（彼 
らの心を）平穏にするであろう。アツラーは全てを聞かれ、ご存知になられ 

るお方である。03 (クルアーン 9 : 103) 

5 —アブー.フライラ（彼にアツラーのご満悦あれ）によれば、 1 人のベド 
ウィンの男が預言者（彼にアツラーからの平安と祝福あれ）のもとにやって 
来て言いました：「“それをすれば天国に入れるような行いを教えてくれ。 
”」（預言者は）は言いました：“アツラーをかれに何ものをも配さずに崇 
拝し、義務のダラー（礼拝）を行い、課されたヂカー（浄財）を施し、ラマ 
ダーン月のテクス（斎戒、いわゆる断食）をするのだ。”（男は）言いまし 
た：“私の魂がその御手に委ねられているお方にかけて。私はそれ以外には 
何もしないぞ。”そして（男が）立ち去った後、（預言者は）言いました： 

“天国の民に属する男を見たければ、彼を見るがよい。”」（アル=ブハー 
リーとムスリムの伝承 66 ) 

• 合法的なよい手段をもって稼いだ糧から施すテダ方（施し）の 
徳： 

アブー •フライラ（彼に アツ ラーのご満悦あれ）は言いました： 「アツ ラ 
一の使徒（彼に アツ ラーからの平安と祝福あれ）は言いました：“合法的な 
よ V 、手段をもって稼いだ糧から施せば、それがナツメヤシの実1粒ほどのもの 
であっても、 アツ ラーは-よきものであれば受け入れられるお方ゆえ-それ 
をその右手でもって受け入れられるであろう。そしてまるであなた方が子馬 


66 サヒーフ•アル=ブハーリー （1397) 、 サヒーフ•ムスリム （14) 。文章はアル=ブハーリーのもの。 



を山のよう（な大きさ）になるまで育てるように、かれはその施し（の報奨 
) を大きくされるであろう。”」（アル=ブハーリーとムスリムの伝承 67 ) 

③ーサウム (斎戒、いわゆる断食）の徳 

• サウムの徳： 

アブー •フライラ（彼に アツ ラーのご満悦あれ）は言いました： 「アツ ラ 
一の使徒（彼に アツ ラーからの平安と祝福あれ）は言いました： “アツ ラー 
は仰られた： “アー ダムの子（つまり人類）のする行いは全て自らのための 
ものであるが、ザクスだけは別であり、わがため（に成される行い）である 
。そしてわれはそれによって報奨を与える。”またザクスは盾である。それ 
であなた方がザクスする日には、下劣な言動を取ったり、（言い合いをして 
) 声を張り上げたりしてはならない。そして誰かがあなたに悪口を言ったり 
、争いを仕掛けてきたりしたら、「私はザー Y 么（サウムする者）である。 

」と言うのだ。ムハンマドの魂がその御手に委ねられているそのお方にかけ 
て。ザーイスの口臭は、 アツ ラーの御許において麝香の香りよりもかぐわし 
い。そしてダーイスには2つの喜びがある：サクスを解く時の喜びと、その主 
にまみえた時のそのヲ•クスゆえの喜びである。”」（アル=ブハーリーとム 
スリムの伝承 68 ) 

• サクムの徒の徳： 

サハル（彼らに アツ ラーのご満悦あれ）によれば、預言者（彼に アツ ラー 
からの平安と祝福あれ）は言いました：「天国には8つの門がある。そしてそ 
こにはダクスの徒しかそこから入ることのない、アツ=ラ イ^ ナーンという名 
の門がある。」（アル=ブハーリーとムスリムの伝承 69 ) 

• ラマダーン月 をイーマーン 

70 と報奨への望みをもってテクスすることの徳： 


アブー.フライラ（彼にアツラーのご満悦あれ）は言いました：「アツラー 
の使徒（彼にアツラーからの平安と祝福あれ）は言いました：“ラマダーン 
月をィ"ーマーンと報奨への望みをもって サウムヤ る者は、それ以前に犯した 
罪を赦されるであろう。”」（アル=ブハーリーとムスリムの伝承 71 ) 


ラマダーン月を Y — マーンと報奨への望みをもって夜のテヲー（礼拝）に費 
やす者の徳： 


アブー•フライラ （彼に アツラーの ご満悦あれ） は言いました：「アツラー 


67 サヒーフ•アル =ブ ハーリー （1410) 、サヒーフ•ムスリム （1014) 。文章はアル =ブ ハーリーのもの。 

68 サ ヒー フ•アル ニ ブ ハーリー （1904) 、サヒー フ•ムス リム （1151) 。文章はアル=ブ ハーリーのもの。 

69 サヒーフ•アル=ブハーリー（3257)、サヒーフ•ムスリム （1152) 。文章はアル=ブハーリーのもの。 
70 訳者注：「8. イーマーンとイーマーンの 諸特質」 の 項参照。 

71 サヒーフ•アル =ブ ハーリー （38) 、サヒーフ•ムスリム （760) 。文章はアル =ブ ハーリーのもの。 



の使徒（彼にアツラーからの平安と祝福あれ）は言いました：“ラマダーン 
月をイーマーンと報奨への望みをもって夜のサラー（礼拝）に勤める者は、 
それ以前に犯した罪を赦されるであろう。”」（アル=ブハーリーとムスリ 
ムの伝承 72 ) 


• ライラいアル=カドゥル 

73 にラマダーン月を Y —マーンと報奨への望みをもってテヲー（礼拝）す 
る者の徳： 


アブー.フライラ（彼にアツラーのご満悦あれ）は言いました：「アツラー 
の使徒（彼にアツラーからの平安と祝福あれ）は言いました ：“ライラト • 
アル=カドクルを Y —マーンと報奨への望みをもってテラー（礼拝）する者 
は、それ以前に犯した罪を赦されるであろう。”」（アル=ブハーリーとム 
スリムの伝承 74 ) 

• ラマダーン月をテクスし、 シヤウワール 
75 月に計 6 日間の サクムをする者の徳 •• 

アブー.アイユーブ.アル=アンサーリー（彼にアツラーのご満悦あれ） 
は言いました：「私はアツラーの使徒（彼にアツラーからの平安と祝福あれ 
) がこう言うのを聞きました：“ラマダーン月をテクスし、シナククーノレ月 
に計6日間の サウムをヤ る者は、あたかも1年間の サウムを したかのようであ 
る 76 。”」（ムスリムの伝承 77 ) 

• 毎月3日間のテクムをすることの徳： 


アブドツラー.ブン.アムル.ブン.アル=アース（彼らにアツラーのご満 
悦あれ）によれば、預言者（彼にァッラーからの祝福と平安あれ）は彼にこ 
う言いました：「. . .そして毎月3ヶ月のダクスをせよ。というのも1つの 
善行はその10倍に値するのであり、それでもってあたかも1年間のザクスをし 
たかのようであるからである 78 。」（アル=ブハーリーとムスリムの伝承 79 ) 


72 サ ヒー フ•アル =ブ ハーリー (37) ,サ ヒー フ •ムスリム （759) 。 文章は アル =ブ ハーリーのもの。 

73 

訳者注：「ライラト•アル=カドゥル」はラマダーン月最後の 10 日間の内のどれか、あるいは最後の 7 日間のどれか 
であるなどという伝承があり、諸説あります。アツラーはこの夜、アツ=ラウフ•アル=マハフーズ（護られた碑 
版）から向こう 1 年分の諸事をお望みのままに定められますが、預言者 ムハンマド （彼にアツラーからの平安と祝福 
あれ）にクルアーンを啓示されるべく、それをアツ=ラウフ•アル=マハフーズから天の最下層にまで下されたの 
がこの夜のことでした。この夜は天を昇り降りする天使で世界中が満たされると言われます。クルアーン 97 章参照 
のこと。 

74 サヒーフ•アル=ブハーリー（1901)、サヒーフ•ムスリム （760) 。 

75 訳者注：ラマダーン月に続く、ヒジュラ暦10月。 

76 

訳者注：つまり1つの善行がその10倍の報奨に値するという原則に基づけば、ラマダーン月の1ヶ月のサウムは10か 
月分のサウムに、そして6日間のサウムは2か月分のそれに相当するということになり、単純計算で1年分のサウムの 
報奨を得ることになります（訳者注 13 も参照のこと）。アツラーフ•アアラム（アツラーは全てをご存知であられ 
ます）。 

77 サヒーフ•ムスリム （1164) 。 

78 

訳者注：つまり 1 つの善行がその 10 倍の報奨に値するとすれば、毎月 3 日間のサウムはまる 1 ヶ月間のサウムに相当し 
、それゆえあたかも毎日サウムしているかのようであるからです。 

79 サヒーフ•アル =ブ ハーリー （1976) 、サヒーフ•ムスリム （1159) 。文章はアル =ブ ハーリーのもの。 



④ーノ、ツジ（大巡礼） k ウムラ (小巡礼）の徳： 


• ズル=ヒツ ジナ月 8 °最初の10日間の徳： 

イブン•アツバース（彼らにアツラーのご満悦あれ）によれば、預言者 （ 
彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言いました：「“いかなる日々に行 
われる行いも、この日々（スンレ=とツジナ月最初の10日間）における行いに 
(その報奨において）優るものはない。”（教友たちは）言いました：“ジ 
ハード (アツラーの道における努力奮闘）ですらもですか？” 

(預言者は）言いました：“ジハードですらも、だ。ただし自分の生命と財 
をもって敵のもとへと出征し、戻ってこなかった者は別だが。”」（アル= 
ブハーリーの伝承 81 ) 

そして別の伝承にはこうあります：「この10日間（スンレ=とクジナ月最初 
の10日間 

) における善行よりも、アツラーが愛でられる日の善行はない。」（アツ= 
テイルミズイーの伝承 82 ) 

• 正しく行われ、受け入れられたノヽツジ比)徳： 

1— アブー.フライラ（彼にアツラーのご満悦あれ）は言いました：「私 
は預言者（彼にアツラーからの平安と祝福あれ）がこう言うのを聞いた：“ 
アツラーゆえにハツジし、下卑た言動や放埒さから身を慎んだ者は、母親が 
彼を生んだ日（のような無垢で純粋な状態）に舞い戻るであろう。”」（ア 
ル =ブ ハーリーとムスリムの伝承 83 ) 

2 —アブー.フライラ（彼にアツラーのご満悦あれ）は言いました：「預 
言者（彼にアツラーからの平安と祝福あれ）は“最上の行いは何か？”と問 
われ、こう答えました：“アツラーとその使徒を信じることである。”そし 
て“その次は？”と問われると、言いました：“アツラーの道においてジン、 
ード（努力奮闘）することである。”そして“その次は？”と問われると、 
言いました：“正しく行われ、受け入れられたノヽツジである。”」（アル= 
ブ ハー リーと ムス リ ムの 伝承 84 ) 

• 女性にとっての最高の;^ノ、一 〆 ： 

預言者たちの母アーイシャ（彼女にアツラーのご満悦あれ）は言いました 
:「“アツラーの使徒よ、ジン、一/'、が最高の行いであると伺いますが（私た 
ちは容易にそれに参加することが出来ません）。”すると（預言者は）言い 
ました：“しかし最高のジン、ードとは、正しく行われ、受け入れられたノヽツ 
ジなのである。”」（アル=ブハーリーの伝承 85 ) 


m 訳者注：ヒジュラ暦12月。 

81 サヒーフ•アル=ブハーリー（969)。 

82 真正な伝承。スナン•アツ=テイルミズイー （757) 、 サヒーフ•スナン•アツ=テイルミズイー （605) 。 

83 サヒーフ•アル=ブハーリー （1521) 、サヒー フ•ムス リム （1350) 。文章はアル =ブハーリーのもの。 

84 サ ヒーフ•アル =ブ ハーリー （1519) 、 サ ヒー フ•ムスリム （83) 。文章はアル=ブ ハーリーのもの。 

85 サヒーフ•アル=ブハーリー （1520) 。 





ウムラ (小巡礼）の徳： 


アブー•フライラ（彼に アツ ラーのご満悦あれ）によれば、預言者（彼にア 
ツ ラーからの祝福と平安あれ）は言いました：「1 つの クスラとクスラの間に 
は、その間（に犯された罪）の償いがある。そして正しく行われ、受け入れ 
られたハツシめ報奨は、天国以外の何ものでもない。」（アル=ブハーリー 
とムスリムの伝承 86 ) 

⑤ージ^、一/•、、の徳 

至高のアツラーはこう仰られました ： ac 

実にアツラーは、天国と引き換えに信仰者たちの生命と財産を購われた。 ( 
それはつまり彼らが）アツラーの道において殺し、殺される（ことである） 

。これは/'ーヲーと福音書とクルアーンにおいて（アツラーが約束された） 
真実のお約束なのである。そしてアツラーよりもその約束に対して忠実なお 
方があろうか？それゆえあなた方が契りを結んだ取引を喜ぶがいい。それ （ 
天国）こそはこの上ない勝利なのである。03 (クルアーン 9 :111) 

• 朝に夕にアツラーの道に出征することの徳： 

1— アナス（彼にアツラーのご満悦あれ）によれば、預言者（彼にアツラ 
一からの祝福と平安あれ）は言いました：「アツラーの道において朝に出征 
すること、あるいは夕に出征することは、現世とそこにあるもの全てに優る 
。」（アル=ブハーリーとムスリムの伝承 87 ) 


2— アブー •アイ ユーブ （彼に アツラーの ご満悦あれ）は言いました： 「アツ 
ラーの 使徒（彼に アツラーからの 平安と祝福あれ）は言いました： “アツラ 
一の道において朝に出征すること、あるいは夕に出征することは、太陽が昇 
り、沈むのを目にする全てのものにも優る。”」（ムスリムの伝承 88 ) 

• アツラーの道における；^ノ、一 M こ出征した先で死んだり、殺さ 

れたりした者の徳： 

1— 至高の アツラーは こう仰られました ： SD 

そしてアツラーとその使徒ゆえに移住を意図して自分の家を後にし、（それ 
を達成する前に）命を失った者には、アツラーからの報奨が確実であろう。 
アツラーはお赦し深く、慈悲深いお方である。 S 3 (クルアーン 4:100) 

2 —至高の アツラーは こう仰られました： 0 D 

そしてもしあなた方がアツラーの道において殺されたか死んだりしても、ア 
ツラーからのお赦しとご慈悲こそは（不信仰者たちが現世で）稼ぐもの全て 


86 サヒーフ•アル=ブハーリー （1773) 、サヒー フ•ムス リム （1349) 。文章はアル =ブハーリーのもの。 

87 サ ヒーフ•アル =ブ ハーリー （2792) 、 サ ヒー フ•ムス リム （1880) 。文章はアル=ブ ハーリーのもの。 
サ ヒー フ•ムス リム （1883) 。 


88 



に優るのである。そしてもしあなた方が死んでも殺されても、（結局は）ア 
ッラーの御許へと召集される境遇なのである。 S 3 (クルアーン 3 : 157 — 158 


• ジハードを望みつつも、病気やその他の理由のためそれを阻ま 
れた者の徳： 

アナス（彼にアツラーのご満悦あれ）によれば、預言者（彼にアツラーか 
らの祝福と平安あれ）は戦役に参加していましたが、その時こう言いました 
:「マデイーナに残ったある者たちは、私たちと共に山道や谷を進んでいる 
のだ。彼らは都合ゆえに（私たちと共に）出征できなかった者たちである。 

」（アル=ブハーリーの伝承 89 ) 

• アツラーの道のための戦いに備える者の徳： 

ザイド.ブン.ハーリド（彼にアツラーのご満悦あれ）によれば、アツラ 
一の使徒（彼にアツラーからの祝福と平安あれ）は言いました：「アツラー 
の道のための戦いに備える者は、実に（既に）出征しているのである。そし 
てアツラーの道の戦いによき理由 

9 Q をもって出征しなかった者もまた、実に出征したことになるのである。」 （ 
アル=ブハーリーとムスリムの伝承 91 ) 

• アツラーの道において生命と財をかけて努力する者の徳： 

1— 至高のアツラーはこう仰られました ： ac 

マデイーナの民とその周辺の遊牧部族たちは、（出征の命令を出した）アツ 
ラーの使徒に（応じて）追随せず、共に出征しないようであってはならない 
。また彼ら自身（の命）を彼（預言者の命）よりも重んじるようあってもな 
らない。というのも（ジノ、一/>1こ出征する者たちは）アツラーの道において 
彼らが喉を乾かせ、疲労困憊し、飢え、また（交戦状態にある）不信仰者た 
ちの地に足を踏み入れて彼らを怒らせ、敵に被害を被らせれば、アツラーは 
それらによって彼らへのよき報奨を記録されないことはないからである。実 
にアツラーはよく服従する者たちの報奨を、少しも損なわれることがない。 
また多かれ少なかれ（彼らがジノ、一/^こおいて）拠出し、谷を越えれば、ア 
ツラーはそれを記録されないことがない。（アツラーは）彼らの行っていた 
ところのものよりも優れたもので、彼らに報われるのである。 03 (クルアー 
ン9 : 120-121) 

2 —アブー.アブス（彼にアツラーのご満悦あれ）は言いました：「私は 
アツラーの使徒（彼にアツラーからの平安と祝福あれ）がこう言うのを聞き 
ました：“アツラーの道において足を埃まみれに（して努力奮闘）する者は 


89 サヒーフ•アルニブハーリー（2839)。 

90 

訳者注：出征した者たちの用事や、彼らが後に残した家族の面倒を見たり援助したりすることなどを指します（ァ 
ン=ナワウイー師のサヒーフ•ムスリム解釈参照）。 

91 サヒーフ•アル =ブ ハーリー （2843) 、 サヒーフ•ムスリム （1895) 。文章はアル =ブ ハーリーのもの。 



、アツ ラーが彼に地獄を禁じられるであろう。”」（アル=ブハーリーの伝 
承 92 ) 


• 朝夕にモスクに赴く者の徳： 

アブー•フライラ（彼に アツ ラーのご満悦あれ）によれば、 アツ ラーの使 
徒（彼に アツ ラーからの祝福と平安あれ）は言いました：「朝夕にモスクに 
赴く者には、彼が朝夕に出かける度に、 アツ ラーが天国における歓待をご用 
意下さるであろう。」（アル=ブハーリーとムスリムの伝承 93 ) 

• アツラーの道において施しをする者の徳： 

1— 至高の アツラーは こう仰られました ： ac 

アツラーの道において財を施す者たちは、7本の穂を芽吹かせる1粒の種子の 
ようである。（その7本の穂は）各々100粒もの種を実らせるのだ。アツラー 
はお望みになる者に（その報奨を）倍増なされる。アツラーはこの上なく豊 
かで、全てをご存知のお方である。 03 (クルアーン 2 : 261) 

2 — アブー.マスウー ド. アル=アンサーリー （彼に アツラーのご満悦 あ 
れ）は言いました：「ある男が手綱をつけた1頭の雌ラクダを連れてやって来 
て、言いました：“これは アツラーの 道に（おいて施します）。”すると ア 
ツラーの 使徒（彼に アツラーからの 平安と祝福あれ）は言いました：“審判 
の日、あなたには手綱をつけた700頭の雌ラクダが与えられよう。”」 （ムス 
リムの伝承 94 ) 

• アツラーの 道において殺された者の徳： 

1— 至高の アツラーは こう仰られました ： ac 

そしてアツラーの道において殺された者たちを、死人と思ってはならない。 
彼らはアツラーの御許で糧を与えられ、生き続けているのである。（彼らは 
そこで）アツラーから与えられた恩恵に喜んでいる。そして彼らの後を追っ 
て殉教へと向かう者たちには恐れも悲しみもないのだ、と喜んでいるのだ。 

(また彼らには）アツラーからの恩恵と豊かなお恵みがある。そしてアツラ 
一は信仰者たちの報奨を、決して損なわれたりしないのだ。03 (クルアーン 
3 : 169-171) 

2 — アブー. クタ ー ダ（彼に アツラーのご満悦 あれ）は言いました： 「ア 
ツラーの 使徒（彼に アツラーからの 祝福と平安あれ）のもとに1人の男が やっ 
て来て、言いました：“もし アツラーの 道において殺されたら、私の罪の 数 
々は赦されるでしようか？” アツラーの 使徒（彼に アツラーからの 平安と d 
祝福あれ）は言いました：“ああ。あなたが辛抱強く、（その行いでもって 
アツラーの 報奨を）望み、背中を見せずに向かって行く のなら。 しかし借金 


92 サヒー フ•アル=ブ ハーリー （907)。 

93 サヒーフ•アル=ブハーリー（662)、サヒーフ•ムスリム （669) 。文章はアル=ブハーリーのもの。 
94 サヒーフ•ムスリム （907) 。 



(を残すこと）だけは別である。ジブリール（彼に平安あれ）が私にそう言 
ったのだ。”」（ムスリムの伝承 95 ) 

⑥-ズ V クル（唱念）の徳： 

• ズィクル (唱念）の徳： 

1— 至高の アツラーは こう仰られました ： SD 

(彼らとは）信仰し、その心がアツラーのズィクル（唱念）で平穏である者 
たち（である）。アツラーのズィクルによって心が平穏にならないことがあ 
ろうか。 S 3 (クルアーン 13 : 28) 

2 —アブー.フライラ（彼にアツラーのご満悦あれ）は言いました：「預 
言者（彼にアツラーからの平安と祝福あれ）は言いました：“至高のアツラ 
一は仰られた：「われはしもべがわれに対して持っている、その思いのもと 
にある。われは彼がわれをス V クル（唱念）すれば、彼と共にあるのだ。も 
し彼が自らの中でわれをス V クル（唱念）するのなら、われは彼を自らの中 
で称えよう。そして彼が集団でわれをス V クル（唱念）するのなら、われは 
それに優る集団（天使たち）と共に彼らを称えよう。そしてもし彼が（服従 
行為によって）手の平1っ分だけわれに近付こうとするのなら、われは彼に腕 
一本分近付こう。そしてもし彼が（服従行為によって）腕一本分だけわれに 
近付こうとするのなら、われは彼に両腕分近付こう。そしてもし彼がわれに 
歩み寄ってくるのなら、われは彼へと走って行こう。」”」（アル=ブハー 
リーとムスリムの伝承 96 ) 


3 — アブー•ムーサー（彼に アツ ラーのご満悦あれ）は言いました：「預言者 
(彼に アツ ラーからの平安と祝福あれ）は言いました：“ その 主を ズイ クル 
(唱念）する者としない者の例は、あたかも生者と死人のようである。”」 
(アル=ブハーリーの伝承 97 ) 

• 来世について念じ、思いを馳せることの徳、及び時にそれを忘 

れることが許されること： 

ハン ザラ•アル=ウサイイデイー（彼に アツ ラーのご満悦あれ）は言いま 
した：「. . .そして私とアブー. バ クルは行き、 アツ ラーの使徒（彼に ア 
ツ ラーからの平安と祝福あれ）のもとにやって来ました。私は言いました： 
“アツ ラーの使徒よ、 ハン ザラは偽善者です。”すると アツ ラーの使徒（彼 
に アツ ラーからの平安と祝福あれ）は言いました：“どうしてだ？”私は言 
いました： “アツ ラーの使徒よ、あなたと共にいると、あなたはあたかもそ 
れらが眼前にあるかのように地獄や天国を想起させてくれます。しかしあな 
たのもとを離れると、私たちは妻や子供たち、現世の諸事に夢中になってし 
まい、（それらの訓戒を）ひどく忘れてしまうのです。”すると アツ ラーの 
使徒（彼に アツ ラーからの平安と祝福あれ）は言いました：“私の魂がその 


95 サヒーフ•ムスリム （1885) 。 

96 サ ヒー フ•アル=ブハーリー（7405) 、 サヒーフ•ムスリム （2675) 。文章はアル=ブハーリーのもの。 
サヒーフ•アル=ブハーリー （6407) 。 
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御手に委ねられているお方にかけて。あなたが私のもとにある時のようなズ 
ィクル (唱念）の状態を（私から離れた後も）継続していれば、あなた方の 
寝床や行く道々で天使たちがあなたに握手をするであろう。しかしハンザラ 
よ、（人間とは）時にこうあれば、またある時にはそうあるものなのだ。” 

」（ムスリムの伝承 98 ) 

⑦ー ドゥアー (祈願）の徳 

• ドゥアー (祈願）の徳： 

1— 至高のアツラーはこう仰られました ： SD 

そしてわがしもべたちがわれについてあなたに尋ねたら、（こう言うがよい 
) :「実にわれは（あなたの）近いところにおり、われを呼ぶ者の祈りに答 
えよう。ゆえにわれに乞わせ、われを信仰させよ。あなた方は正しく導かれ 
ることであろう。」 03 (クルアーン 2 : 186) 

2 —アブー.フライラ（彼にアツラーのご満悦あれ）は言いました：「ア 
ツラーの使徒（彼にアツラーからの平安と祝福あれ）は言いました：“アツ 
ラーは仰られた：「われはしもべがわれに対してもっている、その思いと共 
にある。そして彼が呼べば、彼と共にある。」”」（アル=ブハーリーとム 
スリムの伝承 99 ) 

• 罪の赦しと堅固さ、敵への勝利をドクアー（祈願）することの 
徳： 

至高のアツラーはこう仰られました ： ac 

そして彼らはこう言うだけであった：「われらが主よ、私たちの罪と行き過 
ぎの数々をお赦し下さい。そして（戦場において）私たちの足を堅固に固め 
、不信仰者の敵に対して勝利をお授け下さい。」するとアツラーは彼らに現 
世における報奨と、来世における報奨を与えられた。アツラーはかれによく 
従う者たちを愛でられる。 S 3 (クルアーン 3 : 147 —148) 


98 サヒーフ•ムスリム （2750) 。 

99 サヒーフ•アル=ブハーリー （7405) 、サヒーフ•ムスリム （2675) 。文章はムスリムのもの。 



